
補助金の申請支援においては「補助金ありき」の

事業とならないよう、事業化の可能性や波及効果

等について徹底的に社長と打ち合わせを行い、長

期的に成長できるよう企業の「道しるべ」となる

事業計画の作成支援を行っている。補助事業終了

後も定期的に支店単位でモニタリングを行い、継

続して支援する体制を構築。

自動車整備業を営む事業者から工場をリノベーションして新たな事業再構築を行

いたいとの相談を受け、支援を開始。当初はカフェの開業を想定していたが、ヒ

アリングを重ねる中で、同社の金属加工の技術力の高さに気づいた担当者が、加

工技術と工場の廃材を掛け合わせたインテリアや家具製造の可能性を見いだし、

同社の強みを活かした事業の方向性を提案。結果、同社は事業再構築補助金に採

択され、従業員からの廃材活用のアイデアで溢れる、活気ある職場となった。

鹿児島全域を活動拠点とする同庫は昨年、コロナ禍における事業者の売上回復や生産性

向上をサポートする「アフターコロナ支援部」を創設し、本業の伴走支援を強化。

より一歩踏み込んだ補助金の申請支援や事業承継支援を実施している。

鹿児島相互信用金庫

あくまで補助金活用は本業を行う上での「手段」であり、社長の「この

事業をしたい」というお気持ちを大切にすることを忘れないよう心がけ

ています。

鹿児島相互信用金庫
アフターコロナ支援部
竹之内調査役

代表番号：099-259-5222

住所：鹿児島市与次郎一丁目6番30号

HP：shinkin.co.jp/kasosin/
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